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改定の方針

 ロゴマークの種類が増え複雑化した使用方法の整理

 使用方法の柔軟性を高め活用できる場を増やすことことで、

使用者の利便性の向上

 表示に関する視覚的な補足文書の作成

 ロゴマークの発行手数料と年間使用料の減額

 ロゴマークに関わる申請手続きの軽減
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これらの方針をもとに・・・・

ロゴマーク使用の細則の改定案を作成



改定案のポイント
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ロゴマークの種類の整理

現行 ： 5種類

4

改定案 ： 3種類

認証プログラムロゴマーク
認証農場ロゴマーク
農畜産物使用ロゴマーク
指導員ロゴマーク
認証機関ロゴマーク

認証プログラムロゴマーク
認証農場ロゴマーク
農畜産物使用ロゴマーク



ロゴマーク全体

 JGAPロゴマークの色を統一

 表示マニュアルの作成
色や余白の規定や、各ロゴマークにおいて使用できる対象、登録番号の記載方法、
表示方法などを視覚的にわかりやすく整理した補足文書

 「販促資材」から「宣伝資材」に表現を変更し、SNS、出版物、レストラン等
でのロゴマークの活用方法の整理

 他機関のマーク等の使用に関する注意事項の追加

 反社会勢力への対応・細則の変更・改定への対応・準拠法および裁判管轄

の追加

 使用禁止、取消しの条件や、不正使用への対応等の整理
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認証プログラムロゴマークの変更点

（略称：プログラムロゴ）

 使用者と使用方法を拡大

・ 名刺、宣伝資材、各種メディア、出版物等に使用可能とし、使用者ごとの

表示方法、申請方法を明記

・ 指導員ロゴマーク、認証機関ロゴマークを廃止し、指導員、審査員、認証

機関、研修機関がプログラムロゴを活用できるように使用方法を追加
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認証農場ロゴマーク（略称：農場ロゴ）の変更点

 ロゴマークから登録番号を削除し、使用者が記載するように変更

・ 複数農場の登録番号を同時に記載可能（ただし、申請は登録番号ごとに必要）

・ 農場・団体名の併記の廃止

7

登録番号

LXXXXXXXX1

LXXXXXXXX2

LXXXXXXXX3 Reg. 123456789

 色の変更
・ 緑、黒、白に規定
・ 原則は緑だが、背景によって視認性の高い色を選択可能

 農場ロゴ管理責任者の設置

 会員および教育機関については発行手数料を無料



 ロゴマークから登録番号を削除し、使用者が記載するように変更

 認証生産物の名称の併記
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Reg. L123456789

 色の変更
緑、黒、白に規定
原則は緑だが、背景によって視認性の高い色を選択可能

 契約書の廃止
契約書を廃止し、申請に関わる事務手続きの負担を低減

 ウェブサイトに使用者一覧を掲載

農畜産物使用ロゴマーク（略称：使用ロゴ）の変更点①

登録番号L123456

豚肉 本製品に使用している牛肉と卵は
JGAP認証農場産です。

登録番号123456

トマト・レタス



農畜産物使用ロゴマークの変更点②

発行手数料、使用料の減額
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協会会員以外 協会会員

発行手数料 (初年度使用料を含む) 55,000円（税込） 33,000円（税込）

年間使用料(前年度の発行枚数による)

年間発行枚数
(印刷・シール)

10万枚 未満 11,000円（税込） 11,000円（税込）

10万枚 ～ 50万枚未満 33,000円（税込） 22,000円（税込）

50万枚以上 55,000円（税込） 33,000円（税込）

一般 会員/教育機関

発行手数料 (初年度使用料を含む) ５５,000円（税込） 無料

年間使用料（使用枚数に関わらず） １１，０００円（税込） 無料



旧版のロゴマークの使用について

現行のロゴマークは、第10版の改定後もご使用いただけます。

可能でしたら、表示対象（名刺、看板等）の更新の機会に移行をお願いいたします。
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認証農場ロゴマーク

農畜産物使用ロゴマーク 認証機関ロゴマーク

指導員ロゴマーク


